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1. 研究の背景と目的 

これまで日本では、さまざまなバリアフリー環境

の整備のための取り組みがなされてきた。2006 年、

バリアフリー新法が制定され、バリアフリーの考え

方にとどまらず、ユニバーサルデザインの考え方も

踏まえて環境の整備をする重要性が唱えられた。そ

のためには、幅広い層がワークショップなどのまち

づくり活動に参加すること、利用者の視点を認知す

ることが必要である。 
本研究では、住民の地域に対する意識や評価と、

属性や生活行動との関係を明らかにし、今後ユニバ

ーサルデザインのまちづくり活動を発展させていく

ための知見を得ることを目的とする。 
2. 調査概要 

2-1. 対象地域のこれまでの取り組み 

常盤台・羽沢地域は、起伏に富んだ丘陵住宅地で

あり、細く入り組んだ路地が多い地域である。常盤

台地域では、2008年よりワークショップ（以下WS）
が開催され、2018 年には羽沢横浜国大駅の開業を契

機に羽沢地区が加わり、全国に先駆けてバリアフリ

ー基本構想の住民提案（以下基本構想）を行なうな

ど、活発な活動が続いている。 
2-2. 調査の概要 

WS に参加している常盤台・羽沢地区の自治会町

内会区域を対象として、周辺地域に対するバリアフ

リー意識と生活行動、回答者属性との関係を明らか

にするため、全戸配布アンケートを行なった。（配布

期間：2020/08/02~、配布数：3,258 枚、回収数：887
枚、回収率：27.22%） 
2-3. 回答者層の概要 

居住者には学生の割合が大きいが、今回の調査で

は学生層からの回答は十分には得られなかった。年

齢構成では、60 代以上の高齢層の割合が回答者の６

割となっていた。回答者の半数以上が、各バス停と

周辺道路に対する問題意識を持っているものの、WS
などのまちづくり活動に関心のある人は全体の 1 割

にも満たなかった。 
3. 調査結果 

3-1. 問題意識を持つ人の特徴 

若年層、外出頻度が高い人、徒歩もしくは自家用

車を利用する人のほうが、バリアフリーの観点にお

ける問題意識を持つ割合が大きいことが分かった。 
3-2. 年齢・居住年数による特徴 

年齢が高いほど、外出頻度は低下し、バス利用率

が増加していることが分かった。しかし問題意識を

持つ割合は 50 代が最も大きく、50 代以下が 60 代以

上よりも問題意識を持つ人の割合が大きいことが分

かった。居住年数との関係は、全体的に年齢との関

係よりも薄かった。 
3-3. まちづくり活動の参加経験による特徴 

WS の参加経験や基本構想の認知度が高い人はご

く少数であり、かつそのほとんどが高齢である。そ

の中でも頻繁に活動に参加している人には、バスや

羽沢横浜国大駅に対して問題意識がある人の割合が

非常に大きい。また、活動に参加することで、周辺

環境に対してなんらかの意見を持つことができるよ

うになっていることが分かった。 
3-4. 外出行動の差による特徴 

若年者のほとんどがほぼ毎日外出していることが

分かった。また、外出頻度が高いほど、周辺地域へ

問題意識を持つ人の割合や、福祉施設の認知数が増

えることが分かった。 
3-5. 利用する公共交通機関による特徴 

バスのみを利用する人には高齢者が、鉄道のみを

利用する人には若年者が多い。またそれぞれの公共

交通機関では利用頻度が高い人の方が問題意識を持



つ割合が小さく、周辺道路では公共交通機関を利用

しない人が最も問題意識を持つ割合が大きかった。 
4. 地域に対する問題意識の構造 

4-1. 問題意識の有無による特徴 
50 代以下の若年層において、外出頻度の内訳は問

題意識の有無に影響されていないことが分かる。一

方 60 代以上の高齢層では差が見られ、問題意識のあ

る人の方が、外出頻度の高い人の割合が大きくなっ

ている。（図 4-1） 

 

図 4-1 「問題意識・年齢」と「外出頻度」の関係 
また活動への関心が高い住民のほとんどが高齢者

であり、その 4 割が問題意識を持っていないことが

分かった。またこの問題意識の差について、外出頻

度からさらに分析をしたところ、問題意識を持たな

い人は、持つ人に対して外出頻度が低い傾向にある

ことが分かった。（図 4-2） 

 
図 4-2 「問題意識・活動への関心」と「外出頻度」の関係 

4-2. 公共交通機関の利用状況による特徴 

基本的に、若年層の方が高齢層よりも、地域に対

して問題意識を持つ人の割合が大きいことが分かっ

たが、バスの利用状況による分類においても、同様

の傾向が見られる。（図 4-3）しかし、公共交通機関

を利用しない人の周辺道路に対する評価においては、

年齢による差はみられなかった。（図 4-4） 

 
図 4-3 「公共交通機関の利用状況・年齢」と「各バス停の評価」の関係 

 

図 4-4 「公共交通機関の利用状況・年齢」と「周辺道路の評価」の関係 

5. まとめ 

住民によるユニバーサルデザインのまちづくりの

ためには、地域に対する意識が高まることが重要で

ある。今回の調査では、特に利用する公共交通機関、

年齢、外出頻度によって問題意識の差が生じている

ことが分かった。現在ワークショップを構成するの

はほとんどが高齢層の住民であり、若年層の参加は

少ない。常盤台・羽沢地区においては、より問題意

識を持っていることが明らかになった若年層、外出

頻度の高い住民の参加が、より多様な意見の集約に

つながると考えられる。 
 今後常盤台・羽沢地区は、羽沢横浜国大駅の開業

やそれに伴う開発によって、地域の様子が大きく変

わる可能性を持っている。そのなかでこのワークシ

ョップが、長く居住している住民のみならず、新た

に居住する人々とも気軽に意見の交流ができる場と

なることが、この地域のユニバーサルデザインの達

成に寄与するのではないかと考察する。 

 
図 5 問題意識の構造 

 
[謝辞]本研究にあたりアンケート調査にご協力いただきました常

盤台・羽沢地域の住民の皆様、町内会自治会長の皆様方に深く御

礼申し上げます。 

参考文献 

1.石塚裕子ほか：ユニバーサルデザインのまちづくりにおける継

続的な市民参加の効果と課題に関する研究，土木学会論文集

D3，72 巻 5 号 p. I_1155-I_1166，2016 
2.末木竜暉、大原一興、藤岡泰寛：地域情報と住民の地域意識に

関する研究 ―常盤台・羽沢地域におけるサインづくりを通し

て― 平成 31 年度 横浜国立大学大学院 修士論文 

184

109

112

102

28

94

16

104

3

26

4

42

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

50代以下

60代以上

50代以下

60代以上

問
題
意
識
有

問
題
意
識
無

ほぼ毎⽇ 週に2,3⽇ 週に1⽇以下

16

279

5

210

10

113

8

112

3

26

5

42

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

活動への関⼼が⾼い

活動への関⼼が低い

活動への関⼼が⾼い

活動への関⼼が低い

問
題
意
識
有

問
題
意
識
無

ほぼ毎⽇ 週に2,3⽇ 週に1⽇以下

45

63

55

29

47

87

55

30

36

99

29

34

6

27

11

7

2

9

15

29

11

43

31

14

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

50代以下

60代以上

50代以下

60代以上

利
⽤
す
る

利
⽤
し
な
い

バ
ス
を
⽇
常
で

使いにくい やや使いにくい まあ使いやすい 使いやすい 使ったことがない わからない

224

221

200

152

185

220

139

86

76

141

50

33

40

93

24

21

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

50代以下

60代以上

50代以下

60代以上

利
⽤
し
て
い
る

利
⽤
し
な
い

公
共
交
通
機
関
を
⽇
常
で

使いにくい やや使いにくい やや使いやすい 使いやすい

バスに対する問題意識

羽沢駅に対する問題意識

道路に対する問題意識

年齢が若い

利用頻度が高い

活動参加経験あり

外出頻度が高い

意識向上 意識減少より意識向上


